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京
都
大
山
崎
調
査
報
告
(
一
九
九

六
年
度

)

中

島

三

千

男

昨
年
度

よ
り
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と

し
て
始
ま

っ
た
京
都
大
山
崎
調
査

は
、
本
年
度

(
一
九
九
六
年
度
)
も
二

回

に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
。

[第

一
回
]

一
九
九
六
年
九
月
九
日
か
ら
十
三
日
に
実
施
さ
れ
た
第

一
回
目

の
調
査

に
は
、
中
島
三
千
男
、
橘
川
俊
忠
、
田
上
繁
、
津
田
良
樹
、
石
井
日
出
男
、

川
鍋
定
男
、
泉
雅
博
、
関

口
博
巨

の
諸
氏
、
そ
し
て
歴
史
民
俗
資
料
学
研

究
科
大
学
院
生

の
網
野
暁
、
鈴
木
江
津
子
、
小
林
公
子
、
須
永
敬
、
北
村

肇
、
藤
隆
宏
、
森
本
仙
介
、
堀
川
浩
通
、
武
藤
健
作

の
諸
氏
が
参
加
し
た
。

今
回

の
調
査

・
作
業
内
容

は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

一

観
音
寺

①

『観
音
寺
日
譜
』

の
写
真
撮
影

『観
音
寺
日
譜
』
は
全
部
で
百
五
十
冊
ほ
ど
伝
存
し
て
い
る
が
、
今

回
は
大
型
カ
メ
ラ
三
台
を
作
動
さ
せ
て
、
そ

の
約
五
分

の

一
の
、
二

十
九
冊
を
写
真

に
収

め
る
事
が

で
き
た

(長
尺

フ
ィ
ル
ム
九
巻
)。

②
新
出
文
書

の
確
認
作
業

今
回
、
観
音
寺

の
特
別
な
御
配
慮

に
よ
り
、
帳
箪
笥

一
樟
分
と
小

型

の
蓋
付
木
箱

一
箱
分

の
新
出
文
書
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

帳
箪
笥

は
左
右

に
抽
斗
が
五
杯
ず

つ
あ
る
も

の
で
、
各

々
の
抽
斗

に



は
文
書

が
ぎ

っ
し

り
詰

ま

っ
て
い
た
。

今

回

の
調
査

は
、

『
観
音

寺

日
譜
』

の
撮

影
を
主
目
的

に
し
て

い
た
た

め
、
帳
箪
笥

に

つ
い
て
は

抽

斗
単
位

で
の
、
写
真
撮
影

と
簡
単

な

ス
ヶ

ッ
チ
を
行

う

に
と
ど

め
、

新

出
文
書

そ

の
も

の
に
は
全

く
手
を
付

け
な

か

っ
た
。

二

疋
田
種
信
家

三

大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

同
館
所
蔵

の
円
明
寺
村
小
泉
家
文
書

の
写
真
撮
影
を
行

っ
た
。
未
整
理

文
書

の
た
め
、
今
回
は
比
較
的
ま
と
ま

っ
て
い
た
御
触
書
類
を
中
心
に
選

択
撮
影
し
た
。
長
尺

フ
ィ
ル
ム
三
本
分
。

京都大山崎調査報告

①
文
書
収
納
箱

の
番
号
付
け
と
短
冊
入
れ

最
初
に
、
文
書
が
収
納
さ
れ
て
い
る
箱

に
整
理
番
号
を
付
し
た
。

箱
数
は
全
部

で
二
士

二
箱
で
あ

っ
た
。
右
記

の
作
業
と
並
行
し
て
、

箱
番
号
1
か
ら
順
次
、
文
書
番
号

の
た
め
の
ス
リ

ッ
ト
入
れ
作
業
を

進

め
た
。
今
回

の
調
査
で
は
、
箱
番
号
3
ま
で
全
部

ス
リ

ッ
ト
入
れ

作
業
を
終
了
し
た
。

②
文
書

の
写
真
撮
影

右
記
①

の
作
業
と
並
行
し
て
、
大
型
カ

メ
ラ

一
台
か
ら
三
台
を
作

動
さ
せ
て
、
文
書

の
写
真
撮
影
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
疋
田
家
所

蔵
文
書

の
う
ち
、
お
よ
そ
十
分

の

一
に
相
当
す
る
文
書
を
、
長
尺

フ

ィ
ル
ム
六
本

に
収
録
す
る
事
が

で
き
た
。

[第

二
回
]

第
二
回
目

の
調
査
は
、

一
九
九
七
年
三
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
、

観
音
寺
を
中
心

に
行

っ
た
。
参
加
者
は
橘
川
俊
忠
、
田
上
繁
、
石
井
日
出

男
、
泉
雅
博
、
関

口
博
巨
の
諸
氏
、
そ
し
て
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
大

学
院
生

の
網
野
暁
、
織
田
寿
文

の
両
氏

で
、
こ
れ
に
跡
見
学
園
女
子
大
学

学
部
生

の
竹
内
恭
子
、
藤
井
華
織
が
加
わ
り
、
以
下

の
よ
う
な
調
査
を
実

施
し
た
。一

観
音
寺

第

一
回
調
査

(前
述
)
で
確
認
さ
れ
た
新
出
文
書

の
現
状
記
録
調
査
の

た
め
観
音
寺
を
訪
問
。
そ
の
と
き

の
調
査
で
確
認
し
た
文
書
群
は
、
左
右

五
杯
ず

つ
合
計
十
杯

の
抽
斗
を
も

つ
帳
箪
笥

一
樟
文

(A
)

と
小
型
の
蓋

付
木
箱

一
箱
分

(B
)

で
あ

っ
た
が
、
今
回
、
新
た
に
小
型

の
蓋
付
木
箱
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一
箱
分

(C
)

と
漆

塗
り
紋
付
き

状
箱

一
箱
分

(D
)
を
閲
覧

さ

せ
て

い

た
だ

い
た
。

そ
こ

で
、

文
書

群

に
は
出
庫
順

に
英
記
号

(A
～
D
)
を
与

え
、
A

の

帳
箪

笥

の
記

録

に
着
手

し
た

(帳

箪

笥

の
全
体
像

は
未
記

録

)
。

ま
ず
、

抽
斗

に
A

1
～
10

の
親

番
号

を
付

し
、
親
単
位

ご
と

に
収
納

文
書

の
保
管

状
態

を
写
真

と
二
種
類

の

「
現
状
記

録

力

ー
ド

(
ス
ケ

ッ
チ
用
、
取

り
出

し
記

録

用
)
」

で
記

録

し

た

(今

回

の
記

録

作

業

は
子
単

位

レ
ベ

ル
ま

で
)
。
子
単

位

レ
ベ

ル

の
文
書

群

に
は
取

り

出

し
順

に
子
番

号

を
付

け

(子
番
号

は
短

冊
な
ど

で
明
示
)
、

原
状

に
近

い
状
態

で
も
と

の
抽
斗

に
再

収
納

し

て
お

い
た
。

二
日
間

の
作

業

で
、
A

1
～
7
、

A

9
～
10

の
現
状
記
録

を
完
了
。

A

8
と
B
～
D

の
記

録

は
、
九

七
年
度

の
夏
期
調
・査
に
持
ち
越

し

た
。

て
か
ら
も
行

わ
れ

て
い
る
。
例

え
ぽ

、
第

一
回
調
査

の
後

に
は
調

査
報
告

と
今

後

の
方
針
検

討

の
た
め

の
研
究
会
を

二
回

に
わ

た

っ
て
も

っ
た

ほ
か
、

撮
影

し

た

フ
ィ
ル
ム
と
焼
き
付

け

し
た
写
真

と

の
点

検

を
、

大
学

院
生
が

中
心

と
な

り
熱
心

に
続

け

て

い
る
。

こ
れ
ま

で
も

そ
う

で
あ

っ
た
が

、
本
年
度

の
二
回

の
調
査

に
当

た

っ
て

は
、

観
音
寺

の
井

上
亮
淳

氏
、
離
宮

八
幡
宮

の
津

田
定

明
氏

、
疋
田
家
ご

当
主

の
種
信
氏

(
ア
イ

ウ

エ
オ
順
)

に
は
た

い

へ
ん
お
世
話

に
な

っ
た
。

ま

た
、
大
山
崎

町
当

局
、
と

り
わ
け
大
山
崎
町
歴
史

資
料
館

の
館
長

西
田

四
郎

氏
、
福
島
克
彦
氏

に
も

た

い

へ
ん
お
世
話

に
な

っ
た
。
末
尾

な
が

ら
、

厚

く
感

謝
申

し
あ
げ

る
次
第

で
あ

る
。

(
な

か
じ
ま

・
み
ち
お

日
本

近
代
思

想
史
)

zit

 

二

大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

今
後
の
文
書
調
査
や
整
理
の
方
針
、
当
研
究
所
と
大
山
崎
町
や
地
元
研

究
者
と
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
、
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

の
福
島
克
彦
氏

を
交
え
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
な

っ
た
。

さ

て
、
今

年
度

の
大
山
崎
調
査

の
概
要

は
、

以
上

の
通

り
だ
が
、
本

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
か
か
わ

る
研
究
会

や
作
業

は
、
横

浜

の
当

研
究
所

に
帰

っ


